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カナダでの１年間の留学生活が終わり、帰国後あっという間に 1 ヶ月が経ちました。終わってしまったことが未だに
信じられず、不思議な気持ちで夏休みを過ごしています。 
最後の数ヶ月間はたくさんのイベントがありましたので、その思い出について書きたいと思います。 
 

学校生活 
6 月に入ると、学年末に向けて各教科でテストや大きなプロジ

ェクトが課題として出され、最後の 2 週間程は毎日のように課題
の〆切に追われていました。また、卒業シーズンということで、卒業
を迎える友人に誘ってもらい、卒業生のために開かれるダンスパー
ティー（プロム）と卒業式にも列席することができました。プロムは
皆がドレスアップして参加していて、海外ドラマなどで見るような豪
華なパーティでした。中には会場までリムジンに乗ってやって来る
生徒もいて、驚きました。卒業式では、生徒一人一人の名前が
呼ばれ、卒業証書を受け取る際に、それぞれの功績や進路が紹介されていました。式の最後に卒業生全員が帽
子を投げるシーンはとても感動的でした。 
 

帰国までのカウントダウン 
学校が終わってからは、長い夏休みが始まりますが、私たち留学生にとっては、それぞれが帰国するまでの最後

の 2 週間だったため、毎日のように友人の家に行ったり、バンクーバーに行ったり、近くの川や綺麗な夕日を見に行
ったりして、最後のカナダでの生活を満喫しました。また、ドイツからの留学生の友人のホストファミリーがキャンプに

連れて行ってくれたりもしました。ホストファミリーの親戚や友達も一
緒で、かなり大人数でのキャンプとなり、楽しかったです。6 月の最
終日には、10 ヶ月間お世話になったホストファミリーに別れを告げ、
バンクーバーの近くにある語学学校のサマーキャンプに 2 週間ほど
参加しました。午前中の授業が終わると、午後は毎日アクティビテ
ィがあるクラスで、国籍も年代も様々な仲間とともに、とても充実
した毎日を過ごすことが出来ました。7月には帰国に合わせて、日

本から家族が迎えに来てくれました。最後に皆で様々な場所を観光することが出来たので、とても良い思い出にな
りました。 
 

最後に 
カナダでの生活は、語学力が向上しただけではなく、本当に多く

の学びがありました。色々な国の人や文化と接することができたお
かげで、価値観の違いや多様性を実感出来たり、日本や日本人
としての自分を客観的に見ることもできました。カナダでの日々の思
い出や、かけがえのない友人、先生方との出会いは、私の一生の
宝物です。 

プロム会場の装飾 

卒業式の最後のシーン 

友人と一緒に見た夕日 












